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北九州ひとみらいプレイス

ひとみらいプレイスとは“未来に生きる人づくり”をめざす“人が集う場”という思いが込められて
います。子どもから高齢者まで、年齢、国籍、文化を問わず、まちの最大の財産である人に着目し
て幅広い人づくりを支援し、本市の人づくり支援機能の新たな展開を目指します。

若者ワークプラザ北九州・黒崎
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人材をお探しの企業様へ・・・求人受付のご案内もしています。

早い相談が
早い解決に
つながります

若者ワークプラザ北九州・黒崎は、概ね40歳までの
若年者の就業支援を目的として、北九州市が設置し
た施設です。専門のカウンセラーによる就職相談、
就職活動に役立つセミナー、求人情報の提供、職業
紹介まで、きめ細かで一貫した支援を行っています。

子どもや保護者、学校、関係機関から不登校・いじめ・進路・
人間関係等の相談を受け、一緒に考えていく通室施設で
す。子どもたちが、いろいろな経験を重ねて、自信を回復し、
自分のペースで学校、社会へと一歩ずつ踏み出していける
よう支援します。

中・高校生をはじめとする若者が、学習や体験、スポーツ・文化活動、仲間との交流等を通じて、
自己を発見し、社会性や自立性を身につける場です。若者のみなさんのお越しをお待ちしています。

第3回ひとみらいプレイス ※毎号、プレイス内の施設をご紹介します。

北九州ひとみらいプレイス事務局
八幡西生涯学習総合センター内

〒806-0021 北九州市八幡西区黒崎三丁目15番3号 COMCITY 3階
TEL. 093-641-9360　FAX. 093-641-9332
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あけましておめでとうございます

今年もどうぞよろしくお願いいたします
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　　　おめでとうございます。

　新年にあたり、皆様方のご
健康とご多幸を心からお祈り
します。

　昨年は、北九州ひとみらいプレイスの発足2年目にあたり、多
くの市民の皆様に格別のご支援・ご協力をいただき、目的とす
る“ひとづくり支援”と“副都心黒崎のにぎわいづくり”への取り
組みを大きく前進させることができました。
　この場を借りまして、深く感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、一つには4月に北九州ひとみらいプレ
イスの正式メンバーに新たに「子どもの館」と「九州国際大学地
域連携センター」が加わり、計10施設の複合施設となり、連携
の和が質・量ともに一層充実しました。これにより、各施設間の
具体的な連携事業がさらに進展しました。
　二つ目として、第2回ひとみらい交流ウィークの開催です。
　キーイベントとなる「ひとづくり講演会」“食べることは生きるこ
と～はなちゃんのみそ汁を聞こう～”は参加者に大きな感動を
呼び、目玉事業である「黒崎こども商店街」では多くの子どもた
ちがお店で販売や接客などの就業体験で、明るくにぎやかに
動きまわる姿が強く印象に残っています。

　ひとみらい交流ウィークの参加者総数は目標集客数を大きく
上回る44,267人でした。
　参加いただいた皆様そして関係者の方々に厚くお礼申し上
げます。
　さて、新たに平成27年を迎えることとなりました。今年の目標
は三つあります。
　一つは、北九州ひとみらいプレイスの本来使命であるまちづ
くりを支える人材育成事業の全体像とともに、中・長期的な目指
すべき方向性・ビジョンを確定することです。
　二つ目は、構成する10施設による連携をさらに促進し、より付
加価値のある、連携の相乗効果が活かせる事業推進をめざし
ます。
　三つ目は、副都心黒崎のにぎわい創出です。
　今年秋に予定している第3回ひとみらい交流ウィークに向け
て、企画内容の一層の充実と商店街を含む地域の皆様との協
働を進めてまいります。
　平成27年は、発足3年目という北九州ひとみらいプレイスの
今後にとって極めて重要な年です。常に初心を忘れず、本市
におけるひとづくり支援機能の中核となる施設を目指し、力一
杯がんばります。皆様方のご支援、ご協力を切にお願いいたし
ます。

北九州ひとみらいプレイス 所長　安藤 英和

●開館時間 月～金（13:00～21:00）
 ※学校の長期休業中には、平日も10時から開館
 土日祝日（10:00～21:00）
●利用料金 無料
 （指定の部屋を占用利用する場合は有料です）
●TEL：093-621-0132  ●FAX：093-621-0133

●市内に在住する、20歳未満の不登校・いじめ・進路・非行等の
悩みを抱える少年。

●開室時間 月～金（8:30～17:00）
●支援時間 月～金（9:30～15:00）
●利用料金 無料
●TEL：093-631-7867　●FAX：093-631-5617

●開設時間
　月～土（10:00～19:00）
　※日曜・祝日・年末年始は休み

●利用料金 無料
●TEL：093-631-0020
●FAX：093-631-0021



　子ども達の「ゆめをそだてる」！ この
思いで、大勢のボランティアスタッフととも
に「黒崎こども商店街」を開催しました。
　まず、これほどの大勢の皆さんに来
て頂き、とにかく嬉しかったです。黒崎
の街の良いところを知ってもらう良い機
会になっていただければと思いました。
　内容が魅力的であれば、遠方からも大勢の方が黒崎に
来てもらえるのだと痛感したところです。商店街の皆さんもこ
のイベントに参加して、黒崎の魅力アップを見直す良い機会
になればと思います。
　今年の黒崎こども商店街は、子ども達に、よりよい体験を
目指し、体験の質を高めたいと考えています。また、参加者
だけではなく一般の方にも来て頂けるよう魅力あるイベントも
検討します。楽しく学び、ゆめを育てる「黒崎こども商店街」
をどうぞよろしくお願いいたします。

黒崎こども商店街 実行委員長  田中 大士
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ひびしんホール・八幡西図書館、曲里の松並木公園など

C会場 黒崎商店街エリア

A会場 コムシティ

ひとみらい交流ウィーク

副都心黒崎のにぎわいづくりを目指す「ひとみらい交流ウィーク」は、今回で第2回目
となりました。A会場（コムシティ）では、ひとみらいプレイスを構成する各施設による
文化祭や記念行事など、B会場（八幡西図書館周辺）では“おしゃれな雑貨市まち
なかマルシェ”、C会場（商店街エリア）は、たくさんのこどもたちが集まる“黒崎こども
商店街”を中心に黒崎地域の皆さんとともに、地域の活性化に取り組みました。

■開催趣旨

ひとみらい交流ウィーク　【平成26年11月5日（水）～11日(火)】■実施期間

まちなかマルシェ

国際交流まつり「世界のママの味」

ユースステーション文化祭

ひとづくり講演会

“食べることは生きること”
　　～はなちゃんのみそ汁を聞こう～

西部障害者福祉会館記念行事 であい・ゆめ広場

子どもの館 開館13周年記念

気ままにセミナー①自分の生き方のデザイン
～生活の中でキャリアを考える～ 気ままにセミナー

②いきいきライフのための話し方

～声と体のいい関係～

NPO・市民講演会
「家族と暮らせない子どもたちを
　　　　　社会全体で育むために」
～子どもの村福岡のとりくみ～

ビブリオバトル

少年非行防止ポスター展

英語で語る自分の国「ベルギー」

ブックリサイクル

大学生によるCMコンテスト

八幡郷土史会パネル展示

税を考える週間

若者ワークプラザ北九州・
黒崎のイベント

北九州ひとみらいプレイスで
活動している皆さんの作品展示

北九州市内の長崎街道沿線の史跡・
旧跡や、特に「軍師官兵衛」の
ゆかりの地を紹介するパネル展示

5周年記念96カフェワークショップ

黒崎こども商店街

●「はなちゃんはなんでもできてすごいと思いました。すごく勉強に
なりました。ありがとうございました。」（10代女性）

●「食の大切さを考える良い機会になりました。子どもたちにも色々
なことをさせて、伝えていきたいなと思いました。」（40代女性）

●「お母さんが『病気と子どもを授かった』とつづったのは、今日の日
が見えていたからでしょうね。すてきな家族に会えてうれしかった
です。ありがとうございます。」（50代女性）

参加者の声
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 １万５千人が来場！ １万５千人が来場！


